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新型コロナウイルス感染症に関する緊急事態宣言の延長をうけ、タバコを吸う量が増えてしまった。コロナの渦中、要介

護ステージ4の祖母(96言 )3≡宅介護に追われた父現(70歳)が狭心症のカテーテル手術をし、無事退院後に今度は母

親(72歳 )が脳梗塞て'三 フ■で素書,、■こなっ■, 天言言つ事態と我が家の高晏化による緊急事態が二重の螺旋となり、

その混
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うこしてモえるべきダ′|｀ 二を吸う量がコロナ以前よりも逆に増えてしまった。

ブハビリフ、現となった母霧こま坑不感兵
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対策つ為、三会するここt二天ずL NEのみが連絡手段となり、母親の病:■

がなかなか把握できず、後遺症の悪化等の不安を妄想してしまう。都内で気ままに暮らしていた妹(42歳 )は 、こス在の

横浜の実家に生活ベースを移し、最寄りに暮らす僕(44歳)も週末は実家に泊まる生活に変わつた。ソー1-ルデイスタン

スが提唱される中、コロナ以前に遠ざかっていた家族の距離は密になり、時折テンパつて□論するなこのやりきれない雰

囲気が家庭内に立ち込める事もあるが、ぱっかりと空いた母不在の隙間を埋める家I百
「

111ない日常会話を有り難

く感じた、互いに笑い合う時F80がより大切なものだと再認識した。愛犬のマ ン子 ま、事テ
「

弓会が増えて、生き生きしてい

る。平均寿命が80歳を超え、世界一の長寿大国となった日本の現実cΞ■■可■■ょうこヨらの老後を規の延命に捧げ

た結果、身を減ばしてしまう人々が後を絶たないという。今は親が≡方ェ●長三き丁るttし4ないという不自然さ、自然

界の摂理と医療化された人間界の営みに不具合が生じてバダつて_う メうこ言えるct｀ つて議も経験したことのない超

高齢化の時代。アフターコロナ、ポストコロナの世界 ま千ψ_≡ .■ 二≡i、 _■ こさ
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「
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ナ後のニューノーマル」と説かれ

るようになった。今後の日本のエンターテイメンくこら ,る ア ず́テー、、_,包モ的な倉」造を考えたい。

映画「だってしょうがないじゃないJIま、濠」場公胃七二鉄/ベンヽま延建や中止とfd‐ り「仮設の映画館」にてオンラインヨ信

の上映機会を得た。第2,実 t・講4るス責C=、 先の見えない禾来に―筋の光を願う。先日の緊急事態解除の宣言をうけ、

コロナ渦Cをとう這二υ■つ?`ま ことさんに直接お言舌を伺いたく、会いにイ子きました。
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稲葉 「この映画を観ながら感じたことなんですけどね。 そもそも「ドキュメンタリーのTV」とね「ドキュメンタリー映画」との違いつて何

なんだろうということなんです。T∨でドキユメンタリーものを見ることもあるわけですが、映画館で映画として見ることの必然性つてなん

だろう、ということです。そこで大事なことは「時Po5Jと いうことなんじゃないかな、と思つたんですよね。例えばT∨で見るドキユメンタリー

番組では、要らないと思われる部分をどんどんカットして編集して、なるべくコンパクトに簡潔に伝える、という手法になると思うんです

よね。ただ、映画に関しては「間(ま )」 のようなもの、つまり、一見意味が無そうな「時間Jが入り込んで流れていることがかなり重要なとこ

ろで、それは映画館という特殊な空間で観ることとも関係してくると思うんですよね。具体的に言えば、現代が失つた儀式のようなもの

です。儀式では、とにかく「時間」が大切なんですよ。おそらく、人間の頭ではなく心や体に物事が収まつていくこは、ある一定の「時間」が

必要だということでもあると思うんです。現代社会では、そうした「時Po3」 というものが失われていて、短時間でコンパクトに、1分で何か

を理解しましようとか、そういうものばかりだと思うんですよね。クイズ番組なんかもそうですけど、時間内で解けるPo3題 をいかに速く解

くか、という形式は前提となつて疑うことすらなくなつてしまう。たとえば、これは2時間じやなくて10分 に短縮できるだろう、として、2時

間の内容が10分 に圧縮される。現代がそういうスピード重視の中で、得るものと失うものがあつて、「時間」が絶対的に必要なことつてあ

ると思うんです。喪に服すとか、悲しみを受け入れるとか、それはすべて時PB8です。儀式も時P88が かかる事自体が大事なんですよね。

心の中に物事が収まつていく、というのはそれだけ「時間がかかるJ事なんだと思うんです。儀式が失われると、儀式の意味つて何なのか

、そもそもよくわからなくなつてしまいますから。

坪田 「儀式という言葉になるほどと思いました」
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稲葉 院 遅障害の人たちへの医学的な対応を見ていても、三Ξ、余計T手乏4´ 丁三て言 丁三て =■ _う な。ヽか?と思うんですよ

な。こうするべきとか、こうあるべきとか、ある意味では余計なお世話じゃなし3■ なテ、こ=三 F二■ て三そうですが、何かをすること

‐ .も 、何かをしないこと、待つことの方がエネルギーを使うんですよ。だから何かし■ 、F■ 言 t こな,,やすいのですが、それは

三F=ここつても楽なんですよね。待つことの方が力がいるんです。人間は、本当|ま手≡こ―■―■■月_て三まれてきている存在だと

言
=´ ==エ

ア
=.事

冨や自然と一対―で対峙する人間、というスタンスをもつと尊重する′言tこ言う■て丁=可かができる、できない、

とti員
==一

三
=1な

んですよね。周りがあの人はこれもできない、あれもできないこラーτ一三_て、
=三

C.´ こちらの都合で管理し

ていくこ_=暑蒼 =≡「
■三療者として耐えられないものがありますね。押さえつける、言三する、こ_う発誓て,なくて、あちら側ヘ
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坪田 「均一化しようとする社会
「

F'■ ■ ま丁41子 /・tに対しての)発達という視点でいうと、できない事を肯定したいというか、

だからこれが出来るんだというか」



稲葉 「そうそう、映画へのコメントでも書いたことと関連しますが、植物の生き方は、適切な土地と水と光があれば、それ相応に育つてい

くと思うんですね。肥やしをやり過ぎてもダメで、肥やしはすこし離して置いてあるくらいがちようどよかつたりする。動物と植物、育ち方

はまるで違います。そうした節度、相手への敬意、そうしたことが大事だと思しヽます。そして、誰しも「居場所」は大事なんですね。植物でも

動物でも人間でも、居場所がないと育つていかないわけですよね。それぞれの居場所を尊重する。今、居場所を奪っている光景をよく見ま

すよね。居場所という観点から、もう少し人間の生命のあり方、生き方を捉えなおしていく必要がありますよね。それ ま社会の生命にもつ

ながりますが。」

坪口 「発達障害の概念が生まれたのが2000年前半くらいからの最近の話だとして、僕が中学時代とかそういつた概念はなかつた訳で

あって、僕が中学時代に発達障害の概念があつたら、薬を処方されたのか?と 思つてしまうんですね、そしたらどんな人格になつていたの

か?とか」

稲葉 「その時、坪田さんはどういうことに困つていたんですか?」

坪田 「中学生の時は、部活を引退して受験の時に、急激に感情の起伏が激しくなり、体と心のバランスが悪くなり、毎日泣いていました

ね、家で一人パニッフになつてました」

稲葉 「それは別に泣きたいときは泣けばいいんですよ、それを変に上めちゃうとね、よく無いですよね。感情の流れというのは自然なも

のですから、せき止めた方が可か不自然なことが起きますよ。子どもの世代に薬を投与するのか?という問題に関しては、まず一番の基本

は、その子料可に困つているのか、ということを常にちゃんと見据えながらやつた方がいいと僕は思います。本人が困つていることをちゃん

と聞きだすことより、勝手に周りが困つている事にすり替えていることがすごく多しヽんですよね。困つているのは誰なんですか、ということ

です。周りが困つているから薬を投与して解決する、というのは発想の根本が間違つている気がしますね。本当によく混同していると思い

ますよ。」

坪田 「SOSみたいな気持ちがあつたと思います。なんかそこからアート、表現にヨ覚めていつたつていうことでもあります」

稲葉 「そういう感情が流れていく回路つて必ずどこかに_~るんですよ7_。 それこそが居場所につながつていくんですよね。この世界つて

全体としてはうまくできていて、あなたの心や体が三つヽった元が
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千なつかもし4ない、と、周りが親身になってサポートできれば、それ

で良いんですよね。大抵は、こちらの[`E姜 つ拝し'■

'で
す。こ3ノ、3署場千 まどこだろうか、と共に見つけていくことが周囲の役割だと

思いますよね。」

坪田 「そうですね、居場所。。この映画でも施設なのか自立なのか?という揺れる気持ちがあつて、けどそれはマコトさんの意言■三、意

思尊重をどこまで聴けているのか?あとは経済的な事で出来る出来ない現実があつたり、マコトさん自身、周りが安心した ■,、 マコトさ

んが安心したいのか?」

稲葉 「そこは常に混同されやすいんですよね。これは自分のPo3題 か、それとも周りの電≡
=「

■,そ こ三百三えると、当事者ひとりが取り

残されます。映画でも、そうした優しい眼差しを感じながら拝見しました。」
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